
　
埼
玉
県
、
横
浜
市
な
ど
の
自
治
体
が
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
資
金
を
活
用
し
た
国
際
協
力
へ
動
き
始
め
た
。
農

業
、
環
境
、
保
健
医
療
な
ど
自
治
体
の
多
極
な
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
た
援
助
を
展
開
す
る
た
め
、
政
府
は
今
年
度
か

ら
、
自
治
体
が
企
画
・
立
案
し
た
協
力
事
業
を
Ｏ
Ｄ
Ａ
資

≡。Ｊ自服f;　’: ’

ＪＩＣＡ

仲立ちに

金
で
後
押
し
す
る
方
針
を
固
め
た
た
め
だ
。
国
際
化
を
推

進
し
た
い
自
治
体
と
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
効
率
化
を
狙
う
国
の
姿

勢
が
か
み
台
っ
た
形
で
、
地
方
の
国
際
協
力
に
新
た
な
道

″
ｗ
測
か
れ
そ
う
だ
。

ま
ず
埼
玉
県

ネ
パ
ー
ル
で

　
自
治
体
が
検
討
中
の
新
方
式
の
国

際
協
力
は
、
独
自
に
企
画
し
た
事
業

を
国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

を
通
じ
て
国
に
提
案
し
、
採
択
さ
れ

れ
ば
必
要
な
資
金
、
賢
司
が
Ｏ
Ｄ
Ａ

資
金
か
ら
出
る
仕
組
み
。
九
二
年
の

Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
で
国
は
自
治
体
を
国
際

協
力
の
重
要
な
担
い
手
と
位
置
付
け

て
い
る
が
、
男
竹
制
度
で
は
自
治
体

の
単
独
事
業
に
同
資
金
が
使
え
な
い

こ
と
か
ら
浮
上
し
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を

仲
立
ち
に
し
た
「
国
と
地
方
の
連
携

型
」
国
際
協
力
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
全
国
九
支
部
を
通
じ

て
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
の
意

向
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
三
十
一
件
の

提
案
が
集
ま
っ
た
。
す
ぐ
に
実
現
で

き
る
案
も
多
い
こ
と
か
ら
、
外
務
省
、

Ｊ
１
‐
Ｃ
Ａ
は
数
事
業
を
選
ん
で
願

次
、
具
体
化
ず
る
考
え
だ
。

　
そ
の
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
の

が
埼
玉
県
が
ネ
パ
ー
ル
で
取
り
組
ん

で
い
る
「
プ
ラ
イ
マ
リ
ヘ
ル
ス
ケ
ア

　
（
基
礎
的
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
」

事
業
。
九
三
年
度
か
ら
五
年
間
か
け

て
保
健
医
療
体
制
構
築
に
協
力
す
る

も
の
で
、
活
動
費
用
五
億
円
は
す
べ

て
Ｏ
Ｄ
Ａ
資
金
で
賄
う
。
「
県
単
独

よ
り
は
る
か
に
多
額
の
資
金
が
確
保

で
き
た
」
　
（
衛
生
部
）
と
、
連
携
の

利
点
を
挙
げ
る
。

　
昨
年
度
は
医
師
、
保
健
婦
な
ど
九

人
を
バ
ク
タ
ブ
・
・
・
ル
、
ヌ
ワ
コ
ッ
ト

両
郡
に
派
遣
、
地
元
職
員
に
予
防
接

種
や
母
子
健
康
診
断
の
方
法
を
指
導

し
て
い
る
。
診
療
所
兼
保
健
想
澪

　
（
ヘ
ル
ス
ポ
ス
ト
）
も
二
ヵ
所
新
改

築
し
た
。

　
農
業
分
野
で
は
、
青
森
県
車
力
村

が
モ
ン
ゴ
ル
で
指
導
中
の
稲
の
作
付

面
積
を
現
在
の
二
十
呵
か
ら
千
訟
規

模
に
拡
大
ず
る
た
め
、
「
国
の
資
金

面
で
の
協
力
が
不
可
欠
」
と
し
て
Ｏ

Ｄ
Ａ
資
金
活
用
を
求
め
て
い
る
。
石

川
県
も
中
国
・
江
蘇
省
で
リ
ン
ゴ
の

栽
培
・
商
品
化
技
術
の
協
力
を
検
討

し
て
お
り
、
そ
の
事
業
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
資

金
の
導
入
を
考
え
て
い
る
。

　
環
境
分
野
で
は
横
浜
市
が
マ
レ
ー

シ
ア
の
ペ
ナ
ン
市
に
対
し
、
ゴ
ミ
処

理
、
リ
サ
イ
ク
ル
関
確
授
権
で
協
力

す
る
計
画
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
広
島
県
と
広
島
市
が
友
好
提
携

先
の
中
国
・
四
川
省
と
重
慶
市
に
酸

性
雨
対
策
で
、
北
海
道
は
ネ
パ
ー
ル

に
薪
（
ま
き
）
の
代
呑
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
な
る
複
合
固
形
燃
料
の
製
造
技
術

で
そ
れ
ぞ
れ
協
力
事
業
を
考
え
て
い

る
が
、
い
ず
れ
も
こ
れ
ら
新
規
事
業

を
連
携
型
協
力
に
組
み
込
む
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
。

　
国
際
化
を
政
策
目
標
に
揚
げ
る
自

治
体
に
と
っ
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の
連

携
は
資
金
面
の
ほ
か
、
「
現
地
の
当

局
者
と
の
交
渉
権
や
国
際
儀
礼
な
ど

国
際
協
力
の
基
本
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が

得
ら
れ
る
」
　
（
埼
玉
県
）
利
点
が
あ

る
。
た
だ
「
職
員
の
派
遣
期
間
が
一

生
一
年
と
長
い
の
で
、
要
員
確
保
が

課
題
」
　
（
石
川
、
沖
縄
県
）
と
の
指

摘
も
あ
り
、
自
治
体
側
の
体
制
整
備

も
並
行
し
て
進
め
る
必
要
が
あ
り
そ

う
だ
。
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「
地
方
の
自
主
性
」
課
題

　
　
　
　
　
　
　
国
と
地
方
自
治
体

（
菌
一
服
）

が
連
携
Ｕ
た
国
際
協

力
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
新
し
い
方
向
を
示
し

て
い
る
。
自
治
体
は
幅
広
い
行
政
分

野
の
蓄
積
を
持
つ
も
の
の
、
独
力
で

の
事
業
展
開
に
は
財
政
上
の
限
界
が

あ
る
。
一
方
、
国
も
相
手
国
の
実
情

に
合
わ
ず
、
む
だ
が
多
い
と
の
批
判

が
あ
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
効
率
化
を
迫
ら
れ

て
い
る
。
豆
採
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
国

の
資
金
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
よ
り

効
果
的
な
援
助
が
見
込
め
る
わ
け

だ
。

　
た
だ
、
運
鋳
型
協
力
は
中
央
政
府

同
士
の
合
意
が
莉
提
の
た
め
事
業
開

始
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
、
国
の
Ｏ

Ｄ
Ａ
基
準
に
照
ら
し
て
事
業
内
容
が

制
約
さ
れ
る
懸
念
が
あ
る
。
協
力
先

の
都
市
・
地
域
を
相
手
国
の
政
府
が

重
視
し
な
け
れ
ば
、
塙
万
同
士
の
熱

意
に
も
か
か
わ
ら
ず
事
業
が
採
択
さ

れ
な
い
事
態
も
起
こ
る
。
実
際
、
「
国

が
介
在
ず
る
と
思
う
よ
う
な
協
力
が

で
き
な
い
」
　
（
富
山
県
）
と
の
指
摘

さ
え
あ
る
。

　
も
と
も
と
外
務
省
は
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
は

自
治
体
の
国
際
化
が
第
一
の
目
的
で

は
な
い
」
　
（
平
林
経
済
協
力
局
長
）

と
の
立
場
。
こ
れ
に
対
し
、
自
治
省

は
地
方
の
国
際
化
推
進
の
立
場
か
ら

独
自
の
支
援
策
を
検
胆
し
て
い
る
。

地
方
の
自
主
性
確
保
に
は
、
国
と
地

方
の
連
携
だ
け
で
な
く
、
カ
ナ
ダ
の

よ
う
な
自
治
体
連
合
に
よ
る
Ｏ
Ｄ
Ａ

事
業
の
検
討
も
必
要
だ
ろ
う
。

母
子
健
診
に
村
中
の
人
々
が
集
ま
る

（
ネ
パ
ー
ル
の
ヘ
ル
ス
ポ
ス
ト
で
）
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